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この取扱説明書をよくお読みのうえ、シートシャッター「スムーザー」を正しくお使いください。

この取扱説明書はいつでも使用できるよう大切に保管し、わからないときは再度お読みください。

この取扱説明書にはお客様が動作に疑問を感じた時にご確認いただくための項目として、
“3. 異常時の処置”を掲載しております。

※施工された方へ…
  制御盤内に取扱説明書を保管するスペースはございません。
  この「取扱説明書」および「付属品取扱説明書」は実際に使用される方へ必ずお渡しください。

202405～ Vol.11:メイン基板のマイナーチェンジ 
　　　　　　　　保護表示一覧の変更







3



エラー表示内容及び解除方法

施工上の

注意

状態

表示

上記対処にて復旧できない場合やその他エラーが表示された場合は、取扱い説明書をご覧になるか下記の電話番号へ連絡ください。

その他のエラーの場合停止ボタンにて解除できる場合があります。

モータカバー

スイッチング電源
（DC24V、50VA）

過昇温防止ユニット

温度ヒューズ



※許容動作頻度を超えた動作（過頻度動作）を行った場合、制御盤が熱くなる可能性があります。
　温度上昇による部品劣化の他、火傷の危険性もありますので、許容動作頻度以内でご使用下さい。

※

0.3m/s (標準速度)  ，0.5m/s (高速設定)

10A



６

GND

※1　DSW2-1を切替え初期設定・再設定を行った場合は必ずONに設定してください。 ※2　３点押しボタン、外部信号を使用する場合、オプション基板2が必要となります。
※3　３点押しボタンを使用しない場合は必ずOFFに設定してください。　　　　　　※4　ディップスイッチは電源を落としてから操作してください。
※5　プログラムSS20Ver1.09以降の機能になります。　　　　　　　　　　　　　　※6  プログラムSS20Ver1.12以降の機能になります。
　　 それ以前のプログラムは機能割当て無しになります。　　　　　　　　　　　　　　それ以前のプログラムは高速設定のみになります。

上昇減速時間設定　※5
DSW2-2/2-3 OFF/OFF

OFF/ON
ON/OFF

ON/ON

：3 秒

：5秒
：4秒

：6秒

☆印は出荷時設定　無印は仕様によって異なります。

☆

開口Wが8mを超える場合 開口Wが8m以下の場合上昇最大周波数切替(上昇速度)

下降最大周波数切替(下降速度)　※6 標準速度設定 高速設定

モータ回転数

表示出力

光電管センサ２(受光側 )
（キャンセル機能有 )

光電管センサ１(受光側 )
（キャンセル機能有 )

エンコーダ線

光電管センサ (投光側 )へ

LED201

S
S
1
4
1
M
2

(ｲﾝﾀｰﾛｯｸ入力 )

起動ｾﾝｻ 押し釦上限ｾﾝｻ

LED41

CN11
保護

BZ1
上限停止時間

VR1

LED46

LED43

LED45

LED47LED40

CN7

CN60

CN20

黒

CN8

CN30

CN401

CN21 CN10

LED49

ｲﾝﾀｰﾛｯｸ入力時

LED49 点灯 (赤 )

WRITER(MAIN)

操作基板と接続

ｼﾘｱﾙ1

｢UCN-10-1｣(10m) 別途手配にて結線可能です。

AC 電源確認用

LED201 常時点灯 (緑 )

上限 LED41
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【電源を入れる前にＤＳＷおよび非常停止ボタンの確認】

①メイン基板内のディップスイッチDSW2-1がONになっている事を確認します。

2－3  初期設定方法

【シート上昇時に中間パイプや下段パイプ等が振幅により本体ボックスに干渉する場合には上限位置で停止するスイープ時間をディップスイッチ

（ＤＳＷ２-２、２-３）にて３秒（出荷時設定）、４秒、５秒、６秒の４段階に調整する事ができますので干渉しない時間に設定して下さい。】

各ボタンの確認

設定モードＯＮ

制御盤内のブレーカをＯＮにします。
次に制御盤上の設定ボタンを５秒以上長押しして下さい。
制御盤上の表示を確認して下さい。（２ヶ所）

①：制御盤上の表示パネルが、ＳＥＴ表示します

②：制御盤上の設定ランプが、　　点灯
上 昇

下 降

停 止
ＳＴＯＰ

設 定

本体ボックス

▼FL

上限位置の設定

停止ボタンを押すと表示パネルがＳＥＴ→ＳＥＴ１に切替わります。

ＳＥＴ１ ： 上限位置の設定

下降ボタンを押してシートを本体ボックス下端から３００ｍｍ程下げて下さい。
次に上昇ボタンを少しづつ押しながら本体ボックス下端から２００ｍｍ程
下げた位置にて停止させて下さい。ボタンを離した時に上限点を記憶します。
（上限位置の決定：１秒間ブザー音がします）
※上限位置を再調整する場合には、下降ボタンを押してシートを本体ボックス下端より
３００ｍｍ程、下まで一旦下げてから(ボタンを離せば停止します）、再度上記と
同じ手順にて上限位置を設定して下さい。
※上限位置は本体ボックス下端から約２００ｍｍ下がりの位置にて合わせて下さい。

下限位置の設定

停止ボタンを押すと表示パネルがＳＥＴ１→ＳＥＴ２に切替わります。

ＳＥＴ２ ： 下限位置の設定

下降ボタンを押してシートを下降させて ▼ＦＬ に達した時点で停止させて下さい。
※下降ボタンを離した時に停止し下限点を記憶します。
（下限位置の決定：１秒間ブザー音がします）
※下限位置を再調整する場合には、上昇ボタンを押してシートをＦＬより
３００ｍｍ程上まで上げてから(ボタンを離せば停止します）、再度上記と
同じ手順にて下限位置を設定して下さい。
※ＳＥＴ１/ＳＥＴ２が完了しない条件では、通常モードへは移行しません。

設定の完了

設 定
ＳＥＴ

設定ボタンを押すと設定ランプが消灯し、 手動モードが

点灯する事を確認して下さい。 　※表示パネルは　Ｌ ０

停 止
ＳＴＯＰ

停 止
ＳＴＯＰ

手動
ＭＡＮ

自動
ＡＵＴ

設定完了

※再度、設定する際には手動モードに切替えて、設定ボタンを長押し（５秒以上）にて、　設定モードON  になります。【ＳＥＴ表示】

　 ディップスイッチ（DSW２-１）を切替える操作は必要ありません。

※設定ボタンを誤って長押しし、設定モードに切替えてしまった場合には、制御盤内のブレーカスイッチを一旦OFFにし、

　 １０秒後に再度ONにするか、再度初期設定を行ってください。

※中間高さ設定が必要な場合、取扱説明書（P10）を御参照願います。

手動モードにてシートを２～３回上昇 ・ 下降させて異常がない事を確認して下さい。

※上限 ・ 下限停止位置が希望する位置で停止しない場合は、 再設定して下さい。

※表示パネル７セグ表示の意味　　Ｕ ０ ： 上限　　Ｌ　０ ： 下限　　０ ： 中間位置

}

有
効

開
口

 Ｈ

DSW２DSW１

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ＯＮ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

　　　　非常停止ボタン
（プッシュロックターンリセット形）

②非常停止ボタンが解除されているか確認して下さい。
　解除されていない場合は矢印の方向にボタンを回して解除して下さい。
　（解除できない場合は電源投入時 「Ｅ－０１」 が表示されます。

＜メイン基板上ディップスイッチ出荷時状態＞

20
0

表示パネル

※ＳＥＴ表示の時はシートフリー動作可能
　ＳＥＴ表示状態では上昇ボタン/下降ボタンを
　押している間シートが動きます。
※設定ボタンを長押ししても表示パネルがＳＥＴ表示に切替らない場合、
　自動モードになっている可能性があります。切換ボタンを押し手動モードランプの点灯を確認し、
　再度 設定ボタンを５秒以上長押しして下さい。

※意図せず設定モードに入った場合でも
　こちらを参照し設定し直して下さい。

ＯＮ

【シート下降時に中間パイプが本体ボックスや案内金具等に干渉する場合には

ディップスイッチ ＤＳＷ１－４をＯＮ（高速設定）からＯＦＦ（標準速度設定）に切り替えて下さい。】　　　※Ｐ６参照
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回生電圧異常検出保護：下降中、回生電圧の異常上昇を検出すると表示します。回生抵抗のコネクタ抜けまたは過昇温防止ユニット
　　　　　　　　　　に接続されている温度ヒューズの断線をご確認ください。
　温度ヒューズの断線の場合は、温度ヒューズハーネスとメイン基板の同時交換が必要になります。修理連絡先へご連絡願います。
　制御盤の停止ボタンを押すと、表示が解除されます。

過電流検出保護：インバータ素子が過電流を検出した時に表示します。
　①シートに引っかかっている物がないか確認ください。
　②配線、モータ、基板等に損傷・劣化が無いか確認ください。
　①②にて対応できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。

メイン基板CN11のジャンパーコネクタ抜け。（P6参照）
　コネクタに抜け・ゆるみが無いか確認ください。再発する場合は、修理連絡先へご連絡願います。

ブレーキ回路異常検出：シート停止時(上限、下限、中間停止)に、ブレーキ開放が継続された場合に表示します。
　ブレーキリレーの消耗が考えられます。保護時にはシート落下防止のためシートは最低速にて下限位置まで下降します。
　制御盤の停止ボタンを押すと、表示が解除されます。ブレーキリレーの交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。
※基板上で保護素子を内蔵しているため極性なしのリレーを使用しています。型式違いのリレーは使用しないでください。

ＣＰＵ異常検出保護：基板故障により動作しません。
　修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。

エンコーダパルス保護：所定時間にエンコーダのパルス信号を検出できなかった場合に表示します。
　①モータ線・エンコーダ線の断線、メイン基板コネクタ(CN1，CN401)の抜け・ゆるみ等がないか確認ください。
　②強風時にも発生する可能性があります。（下降時にシートが風圧等により等速下降ができない場合）
　③シート、パイプ等が引っかかった時にも発生する場合があります。
　①②③にて対応できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。

エンコーダ逆相検出保護：
　①モータ線・エンコーダ線の断線、メイン基板コネクタ(CN1，CN401)の抜け・ゆるみ等がないか確認ください。
　②シート動作中に外的要因(リフト等の衝突)によっても発生します。
　①②にて対応できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。

回生電圧異常検出保護：回生回路の素子故障や、回生抵抗(CN201)のコネクタ抜けまたは断線している場合に表示します。
　コネクタに抜け・ゆるみが無いか確認ください。原因が解消された状態で、制御盤の停止ボタンを押すと、表示が解除となります。
　表示が解除できない場合は、修理または部品交換が必要です。修理連絡先へご連絡願います。

機種設定不一致：機種設定が1～3型になっている場合に表示します。
　表示中、操作パネルや押しボタン等全ての入力機器が無効となり動作できません。ディップスイッチの機種設定（１－５、１－６）を
　ご確認ください。（P6のディップスイッチ割付表を参照。）機種設定を修正後、電源再投入で復帰します。

操作パネル通信エラー：操作パネルとメイン基板間の通信に異常がある場合に表示します。
　メイン基板CN20コネクタに抜け・ゆるみ等がないか確認ください。動作機能に問題はありません。原因を除去すると自動復帰します。

情報モード通信エラー：操作パネルをＣＮ８（白色）に接続し、情報モードに切替えた場合に表示します。
　操作パネルの接続先をＣＮ７（黒色）に変更し、情報モードに切り替えてください。動作機能に問題はありません。
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接点板やケース内部の異常変色
ブレーキ用リレー

型式：ＬＹ２ ＤＣ２４Ｖ （オムロン）

左記同様

※交換時期は、使用頻度・環境により異なります。各部品の配置は、Ｐ４を参照ください。
　ブレーキ用リレーは型式品以外使用しないでください。基板故障の原因となります。







https://www.uniflow.co.jp
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［無償保証期間］

　１．製品引渡し後１年間又は１０万回とし、先に到達した方とします。

　２．無償保証期間中又は後で点検・修理した場合でも、保証期間は延長されません。

　　　修理交換した部品についても同様です。

［無償保証範囲］

　１．標準仕様書、施工説明書及び取扱説明書に基づく正常な使用状態で、無償保証期間中に生じた故障、不具合は無償保証

　　　とします。

　　　但し、遠隔地や離島への出張修理の場合は、交通に要する実費を頂く場合もあります。

　２．無償保証の範囲外であっても、設計上や製造上、施工上、その他明らかに当社の責任により生じた不具合及び重大事例

　　　については無償保証扱いとします。

　３．無償保証期間中に発生した不具合については、不具合箇所の交換の範囲で無償とします。

　４．無償保証期間は、当社が製品を出荷し、製品引渡し（納入）した時点から起算されます。

　　　但し、当社が施工を請負った物件については、施工完了日を起点とします。

［無償保証除外項目］

　１．お客様の使用上の操作誤りによる故障、製品への損傷。

　２．お客様の不適当な修理や改造による故障、製品への損傷。

　３．製品仕様を外れた特殊な環境下（塩害による腐食、大気中の砂塵・煤煙、各種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車の

　　　排気ガス等が付着して起きる腐食　等）での使用による故障、製品への損傷。

　４．製品の許容仕様範囲を超える状況下（異常な電圧、温度・湿度、風圧、過大ノイズ　等）、(過度の開閉頻度)での使用

　　　による故障、製品への損傷。

　５．天災地変（火災、地震、風水害、落雷、凍結等）による故障、製品への損傷。

　６．消耗部品の損傷。

　７．製品の納入（販売）のみで、当社が施工を請負っていない場合で、施工上の問題と思われるもの。

　８．特注仕様製品で当社品質部門が品質保証しない製品の故障、製品への損傷。

　９．犬、猫、鳥、鼠、昆虫、ゴキブリ、蜘蛛等の小動物の害による故障、製品への損傷。

１０．予め使用環境及び使用方法に問題があると、当社より申し入れしたのにも拘らず、お客様の要請で出荷した製品及び

　　　施工をした製品の故障、製品への損傷。

１１．製品引渡し後の、輸送・移動・落下・移設等による故障、製品への損傷。

［生産中止後の有償修理期間］

　１．製品の生産中止後１０年間は、有償修理工事及び修理用部品の受注受付けは可能です。

　　　１０年間を超えますと受注受付けできない場合もあります。

　　　生産中止の情報は、当社セールスとサービス等から報じさせて頂きます。

［輸出製品に関する特例事項］

　１．海外輸出品については、当社と輸出販売店間で「取引基本契約書」を取交し、製品保証範囲を規定します。

　　　「取引基本契約書」を取交していない製品については、製品保証は対象外とします。




